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未整備区間
中央港区

臨港道路
鴨池中央港区線

天天保保山山シシーーササイイドドブブリリッッジジ
（（ＨＨ１１２２．．８８供供用用））

ママリリンンポポーートト大大橋橋
（（ＨＨ１１９９．．９９供供用用））

黎黎明明みみななとと大大橋橋
（（ＨＨ２２６６．．３３供供用用））

谷谷山山臨臨海海大大橋橋
（（ＨＨ８８．．４４供供用用））

鴨池港区

整備中

旧木材港区においては，遊休化している水面貯木場などの有
効活用や，公共事業における建設発生土の受入を主たる目的と

して，埋立を進めています。

旧 木 材 港 区 の 埋 立

臨港道路（鴨池中央港区線）の整備
港湾物流の円滑化を図るとともに，臨海部及び
クルーズ船寄港時のマリンポートかごしま周辺
の渋滞緩和を図るため，臨港道路鴨池中央港区
線の整備を推進します。

交流厚生用地
【約 】
（約 万㎥）

至 マリンポートかごしま

浦田川４号支線

浦田川

水域
【約４ 】

万トン級対応岸壁
（ 完成）

橋脚の整備状況（令和６年３月）

～ 橋脚完成

国 際 ク ル ー ズ 拠 点 の 形 成

土砂受入進捗率：約 ％
令和６年１月末現在

クルーズ船の寄港回数と旅客数

号岸壁を活用した海上 次交通（ ）

【２２万トン級対応岸壁（国）】（R4.3完成）

【１６万トン級対応岸壁（整備済み）】

地理的
優位性

クルーズ
専用岸壁

豊富な
観光資源

鹿鹿児児島島とと世世界界ををつつななぐぐククルルーーズズ拠拠点点『『 』』

連携船社：「世界第２位のクルーズ船社」
ロイヤル・カリビアン・グルー

プ

【浮桟橋（R1.7完成）】

【駐車場（県】（R4.3一部完成）

【旅客ターミナル（クルーズ船社）】（整備予定）

桜島へ

急増するアジアのクルーズ需要に対して，クルーズ船を長期的かつ安定的に日本に受け入れる体制を整えるために，“世界を
魅了する観光地「 」”から，世界に誇る国際クルーズ拠点の形成を図る国内トップレベルの拠点港“鹿児島と世界
をつなぐクルーズ拠点「 」”として発展していくことを目指します。

桜島港及び鹿児島港（本港区）に浮桟橋を整備し，マリ
ンポートかごしまの浮桟橋も活用した錦江湾トライアング
ルルートによるマイクロツーリズムを創出します。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス
感感染染症症のの影影響響

クルーズ船
桜島フェリー

錦 江 湾 ク ル － ズ の 推 進

臨港道路
鴨池中央港区線

（整備中）

鴨池港区

中央港区
マリンポートかごしま

本港区
新港区

谷山一区 谷山二区
浜
平
川
港
区

供用区間

未整備区間
中央港区

臨港道路
鴨池中央港区線

天天保保山山シシーーササイイドドブブリリッッジジ
（（ＨＨ１１２２．．８８供供用用））

ママリリンンポポーートト大大橋橋
（（ＨＨ１１９９．．９９供供用用））

黎黎明明みみななとと大大橋橋
（（ＨＨ２２６６．．３３供供用用））

谷谷山山臨臨海海大大橋橋
（（ＨＨ８８．．４４供供用用））

鴨池港区

整備中

旧木材港区においては，遊休化している水面貯木場などの有
効活用や，公共事業における建設発生土の受入を主たる目的と

して，埋立を進めています。

旧 木 材 港 区 の 埋 立

臨港道路（鴨池中央港区線）の整備
港湾物流の円滑化を図るとともに，臨海部及び
クルーズ船寄港時のマリンポートかごしま周辺
の渋滞緩和を図るため，臨港道路鴨池中央港区
線の整備を推進します。

交流厚生用地
【約 】
（約 万㎥）

至 マリンポートかごしま

浦田川４号支線

浦田川

水域
【約４ 】

万トン級対応岸壁
（ 完成）

橋脚の整備状況（令和６年３月）

～ 橋脚完成

国 際 ク ル ー ズ 拠 点 の 形 成

土砂受入進捗率：約 ％
令和６年１月末現在

クルーズ船の寄港回数と旅客数

鹿児島港 クルーズ船対応岸壁

【２２万トン級対応岸壁（国）】（R4.3完成）

【１６万トン級対応岸壁（整備済み）】

地理的
優位性

クルーズ
専用岸壁

豊富な
観光資源

鹿児島港のポテンシャル

鹿鹿児児島島とと世世界界ををつつななぐぐククルルーーズズ拠拠点点『『 』』

連携船社：「世界第２位のクルーズ船社」
ロイヤル・カリビアン・グルー

プ

【浮桟橋（R1.7完成）】

【駐車場（県】（R4.3一部完成）

【旅客ターミナル（クルーズ船社）】（整備予定）

急増するアジアのクルーズ需要に対して，クルーズ船を長期的かつ安定的に日本に受け入れる体制を整えるために，“世界を
魅了する観光地「 」”から，世界に誇る国際クルーズ拠点の形成を図る国内トップレベルの拠点港“鹿児島と世界
をつなぐクルーズ拠点「 」”として発展していくことを目指します。

桜島港及び鹿児島港（本港区）に浮桟橋を整備し，マリ
ンポートかごしまの浮桟橋も活用した錦江湾トライアング
ルルートによるマイクロツーリズムを創出します。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス
感感染染症症のの影影響響

錦 江 湾 ク ル － ズ の 推 進

マリンポートかごしま
【 号岸壁】 万トン級対応
【 号岸壁】 万トン級対応

本港区

北ふ頭
万トン級対応

中央港区

鹿児島港本港区景観ガイドライ
ン

鹿児島港本港区 
景観ガイドライン
たたずみの場・のぞみの場をつむぐ人，めぐりの路が織りなす風景

鹿児島港本港区エリアにふさ

わしい景観・デザインについて，

基本的な方向性を示し，良好な

景観形成と魅力向上を図ること

を目的として，令和 年 月に

策定しました。

ガイド
ライン
コード

ガイドライン

鹿児島港（現在の本港区）の歴史は，島津家５代貞
久が興国２年（ 年）頃に多賀山の東福寺城（現
在の多賀山公園）を６代氏久の居城としたときに始ま
ると言われています。
その後，慶長７年（ 年）に 代家久が鶴丸城

に居を構えてから城下町として発展し徐々に埋立を拡
大していきました。

鹿児島港のあゆみ

藩政時代から明治にかけて数多くの波止 防波堤 ，
岸岐 岸壁，物揚場 が築造され現在でも，新波止

～ 年頃 ，一丁台場 年 とその接
合部分の遮断防波堤 年 で，往時の姿を見るこ
とができます。
なかでも最古の「新波止」は，薩摩最大の砲台が置

かれ，大砲船の訓練拠点として利用されていたといわ
れていますが，昭和 年 年 ，本港区の再開
発で新波止，一丁台場，遮断防波堤は海側が埋め立て
られ，緑地公園の護岸として生まれ変わりました。こ
こには遊歩道も設けられ，鹿児島港の歴史上に果たし
てきた役割を歩いて顕彰できるようになっています。
また，平成 年 月に鹿児島旧港施設 新波止，

一丁台場，遮断防波堤 として国の重要文化財に指定
されました。

鹿鹿児児島島旧旧港港施施設設（（土土木木遺遺産産））

一丁台場 新波止

明治 年～明治 年
明治 年 月
大正 年 月
大正 年 月
大正 年～昭和 年
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年

月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
平成 年
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年 月

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月

令和元年 月
令和 年

月
令和 年 月
令和 年 月

明治の大改修 本港区 物場場等築造
「第２種重要港湾」指定 内務省告示
「開港」指定 旧関税法
国の指定港湾となる。 内務省告示
大正・昭和の大改修 本港区 防波堤等改修
植物防疫法「輸入可」港指定
「重要港湾」指定
検疫法「検疫港」指定
旧南港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画を策定 港湾審議会承認
新港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
旧木材港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港則法「適用港湾」「特定港」指定
谷山一区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
谷山二区着手 昭和 年一部供用 昭和 年概成
港湾区域を拡大し浜平川港編入
鴨池港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区再開発整備に着手
本港区北ふ頭埋立竣功
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区北ふ頭旅客ターミナル供用開始
谷山臨海大橋供用開始
いおワールドかごしま水族館開館 本港区南ふ頭埋立竣功
桜島フェリーターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」廃棄物埋立護岸工事着手
天保山シーサイドブリッジ供用開始
本港区南ふ頭旅客ターミナル供用開始 ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ供用開始
ドルフィンポート開業
種子・屋久高速船旅客ターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
新港区改修工事 耐震強化岸壁 着手
新港区（奄美・沖縄フェリーターミナル）供用開始
黎明みなと大橋供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
「臨港道路鴨池中央港区線」工事着手
「かごしまクルーズターミナル」供用開始
本港区北ふ頭に国際クルーズ船初寄港
鹿児島港が「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
連携するクルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）と
「鹿児島港クルーズ拠点形成協定」を締結
マリンポートかごしま来園者数１千万人達成
旧木材港区の埋立着手 ドルフィンポート跡地暫定活用開始
新港区改修事業完了
マリンポート２号岸壁の整備完了
マリンポートかごしまに初の国際クルーズ船 隻同時接岸

鹿児島港は，錦江湾のほぼ中央部の薩摩半島側に位置し，大隅半島や離島など県内をむすぶ人流・物流の拠点，ま
た錦江湾や桜島といった雄大な自然を有する国内外の交流拠点として重要な役割を果たしています。
また，広大な静穏水域や変化に富んだ海岸線など優れた自然資源を有する錦江湾に囲まれ，眼前には雄大な桜島が

そびえ立ち，背後には「東洋のナポリ」とも称される鹿児島市の市街地が隣接する自然景観，歴史，文化に恵まれた
港湾であり，国内外のクルーズ船の寄港地としても利用されています。
その港湾区域は南北約 にも及び，本港区，新港区など７つの港区に分かれており，それぞれの港区毎に機能

分担が図られています。

鹿 児 島 港 の 概 要

鹿 児 島 港 の 歴 史

本港区

新港区 鴨池港区 中央港区

谷山一区

谷山二区

浜平川港区

鹿児島港（現在の本港区）の歴史は，島津家５代貞久が
興国２年（ 年）頃に多賀山の東福寺城（現在の多賀
山公園）を６代氏久の居城としたときに始まると言われて
います。
その後，慶長７年（ 年）に１８代家久が鶴丸城に

居を構えてから城下町として発展し徐々に埋立を拡大して
いきました。

鹿児島港のあゆみ

藩政時代から明治にかけて数多くの波止（防波堤），岸
岐（岸壁，物揚場）が築造され現在でも，新波止（
～ 年頃），一丁台場（ 年）とその接合部分の
遮断防波堤（ 年）で，往時の姿を見ることができま
す。
なかでも最古の「新波止」は，薩摩最大の砲台が置かれ，
大砲船の訓練拠点として利用されていたといわれています
が，昭和６２年（ 年），本港区の再開発で新波止，
一丁台場，遮断防波堤は海側が埋め立てられ，緑地公園の
護岸として生まれ変わりました。ここには遊歩道も設けら
れ，鹿児島港の歴史上に果たしてきた役割を歩いて顕彰で
きるようになっています。
また，平成１９年１２月に鹿児島旧港施設（新波止，一

丁台場，遮断防波堤）として国の重要文化財に指定されま
した。

鹿鹿児児島島旧旧港港施施設設（（土土木木遺遺産産））

一丁台場 新波止

明治 年～明治 年
明治 年 月
大正 年 月
大正 年 月
大正 年～昭和 年
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年

月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
平成 年
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年 月

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月

令和元年 月
令和 年

月
令和 年 月
令和 年 月

明治の大改修 本港区 物場場等築造
「第 種重要港湾」指定 内務省告示
「開港」指定 旧関税法
国の指定港湾となる。 内務省告示
大正・昭和の大改修 本港区 防波堤等改修
植物防疫法「輸入可」港指定
「重要港湾」指定
検疫法「検疫港」指定
旧南港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画を策定 港湾審議会承認
新港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
旧木材港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港則法「適用港湾」「特定港」指定
谷山一区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
谷山二区着手 昭和 年一部供用 昭和 年概成
港湾区域を拡大し浜平川港編入
鴨池港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区再開発整備に着手
本港区北ふ頭埋立竣功
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区北ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始
谷山臨海大橋供用開始
いおワールドかごしま水族館開館，本港区南ふ頭埋立竣功
桜島フェリーターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」廃棄物埋立護岸工事着手
天保山シーサイドブリッジ供用開始
本港区南ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始，ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ供用開始
ドルフィンポート開業
種子・屋久高速船旅客ターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
新港区改修工事 耐震強化岸壁 着手
新港区（奄美・沖縄フェリーターミナル）供用開始
黎明みなと大橋供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
「臨港道路鴨池中央港区線」工事着手
「かごしまクルーズターミナル」供用開始
本港区北ふ頭に国際クルーズ船初寄港
鹿児島港が「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
連携するクルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）と
「鹿児島港クルーズ拠点形成協定」を締結
マリンポートかごしま来園者数１千万人達成
旧木材港区の埋立着手，ドルフィンポート跡地暫定活用開始
新港区改修事業完了
マリンポート２号岸壁の整備完了
マリンポートかごしまに初の国際クルーズ船 隻同時接岸

鹿児島港は，錦江湾のほぼ中央部の薩摩半島側に位置し，大隅半島や離島など県内をむすぶ人流・物流の拠点，ま
た錦江湾や桜島といった雄大な自然を有する国内外の交流拠点として重要な役割を果たしています。
また，広大な静穏水域や変化に富んだ海岸線など優れた自然資源を有する錦江湾に囲まれ，眼前には雄大な桜島が

そびえ立ち，背後には「東洋のナポリ」とも称される鹿児島市の市街地が隣接する自然景観，歴史，文化に恵まれた
港湾であり，国内外のクルーズ船の寄港地としても利用されています。
その港湾区域は南北約 にも及び，本港区，新港区など７つの港区に分かれており，それぞれの港区毎に機能

分担が図られています。

鹿 児 島 港 の 概 要

鹿 児 島 港 の 歴 史

本港区

新港区 鴨池港区 中央港区

谷山一区

谷山二区

浜平川港区

鹿児島港（現在の本港区）の歴史は，島津家５代貞久が
興国２年（ 年）頃に多賀山の東福寺城（現在の多賀
山公園）を６代氏久の居城としたときに始まると言われて
います。
その後，慶長７年（ 年）に１８代家久が鶴丸城に

居を構えてから城下町として発展し徐々に埋立を拡大して
いきました。

鹿児島港のあゆみ

藩政時代から明治にかけて数多くの波止（防波堤），岸
岐（岸壁，物揚場）が築造され現在でも，新波止（
～ 年頃），一丁台場（ 年）とその接合部分の
遮断防波堤（ 年）で，往時の姿を見ることができま
す。
なかでも最古の「新波止」は，薩摩最大の砲台が置かれ，
大砲船の訓練拠点として利用されていたといわれています
が，昭和６２年（ 年），本港区の再開発で新波止，
一丁台場，遮断防波堤は海側が埋め立てられ，緑地公園の
護岸として生まれ変わりました。ここには遊歩道も設けら
れ，鹿児島港の歴史上に果たしてきた役割を歩いて顕彰で
きるようになっています。
また，平成１９年１２月に鹿児島旧港施設（新波止，一

丁台場，遮断防波堤）として国の重要文化財に指定されま
した。
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明治の大改修 本港区 物場場等築造
「第 種重要港湾」指定 内務省告示
「開港」指定 旧関税法
国の指定港湾となる。 内務省告示
大正・昭和の大改修 本港区 防波堤等改修
植物防疫法「輸入可」港指定
「重要港湾」指定
検疫法「検疫港」指定
旧南港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画を策定 港湾審議会承認
新港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
旧木材港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港則法「適用港湾」「特定港」指定
谷山一区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
谷山二区着手 昭和 年一部供用 昭和 年概成
港湾区域を拡大し浜平川港編入
鴨池港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区再開発整備に着手
本港区北ふ頭埋立竣功
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区北ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始
谷山臨海大橋供用開始
いおワールドかごしま水族館開館，本港区南ふ頭埋立竣功
桜島フェリーターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」廃棄物埋立護岸工事着手
天保山シーサイドブリッジ供用開始
本港区南ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始，ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ供用開始
ドルフィンポート開業
種子・屋久高速船旅客ターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
新港区改修工事 耐震強化岸壁 着手
新港区（奄美・沖縄フェリーターミナル）供用開始
黎明みなと大橋供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
「臨港道路鴨池中央港区線」工事着手
「かごしまクルーズターミナル」供用開始
本港区北ふ頭に国際クルーズ船初寄港
鹿児島港が「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
連携するクルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）と
「鹿児島港クルーズ拠点形成協定」を締結
マリンポートかごしま来園者数１千万人達成
旧木材港区の埋立着手，ドルフィンポート跡地暫定活用開始
新港区改修事業完了
マリンポート２号岸壁の整備完了
マリンポートかごしまに初の国際クルーズ船 隻同時接岸

鹿児島港は，錦江湾のほぼ中央部の薩摩半島側に位置し，大隅半島や離島など県内をむすぶ人流・物流の拠点，ま
た錦江湾や桜島といった雄大な自然を有する国内外の交流拠点として重要な役割を果たしています。
また，広大な静穏水域や変化に富んだ海岸線など優れた自然資源を有する錦江湾に囲まれ，眼前には雄大な桜島が

そびえ立ち，背後には「東洋のナポリ」とも称される鹿児島市の市街地が隣接する自然景観，歴史，文化に恵まれた
港湾であり，国内外のクルーズ船の寄港地としても利用されています。
その港湾区域は南北約 にも及び，本港区，新港区など７つの港区に分かれており，それぞれの港区毎に機能

分担が図られています。

鹿 児 島 港 の 概 要
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新港区 鴨池港区 中央港区

谷山一区

谷山二区

浜平川港区

鹿児島港（現在の本港区）の歴史は，島津家５代貞久が
興国２年（ 年）頃に多賀山の東福寺城（現在の多賀
山公園）を６代氏久の居城としたときに始まると言われて
います。
その後，慶長７年（ 年）に１８代家久が鶴丸城に

居を構えてから城下町として発展し徐々に埋立を拡大して
いきました。

鹿児島港のあゆみ

藩政時代から明治にかけて数多くの波止（防波堤），岸
岐（岸壁，物揚場）が築造され現在でも，新波止（
～ 年頃），一丁台場（ 年）とその接合部分の
遮断防波堤（ 年）で，往時の姿を見ることができま
す。
なかでも最古の「新波止」は，薩摩最大の砲台が置かれ，
大砲船の訓練拠点として利用されていたといわれています
が，昭和６２年（ 年），本港区の再開発で新波止，
一丁台場，遮断防波堤は海側が埋め立てられ，緑地公園の
護岸として生まれ変わりました。ここには遊歩道も設けら
れ，鹿児島港の歴史上に果たしてきた役割を歩いて顕彰で
きるようになっています。
また，平成１９年１２月に鹿児島旧港施設（新波止，一

丁台場，遮断防波堤）として国の重要文化財に指定されま
した。
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明治の大改修 本港区 物場場等築造
「第 種重要港湾」指定 内務省告示
「開港」指定 旧関税法
国の指定港湾となる。 内務省告示
大正・昭和の大改修 本港区 防波堤等改修
植物防疫法「輸入可」港指定
「重要港湾」指定
検疫法「検疫港」指定
旧南港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画を策定 港湾審議会承認
新港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
旧木材港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港則法「適用港湾」「特定港」指定
谷山一区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
谷山二区着手 昭和 年一部供用 昭和 年概成
港湾区域を拡大し浜平川港編入
鴨池港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区再開発整備に着手
本港区北ふ頭埋立竣功
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区北ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始
谷山臨海大橋供用開始
いおワールドかごしま水族館開館，本港区南ふ頭埋立竣功
桜島フェリーターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」廃棄物埋立護岸工事着手
天保山シーサイドブリッジ供用開始
本港区南ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始，ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ供用開始
ドルフィンポート開業
種子・屋久高速船旅客ターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
新港区改修工事 耐震強化岸壁 着手
新港区（奄美・沖縄フェリーターミナル）供用開始
黎明みなと大橋供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
「臨港道路鴨池中央港区線」工事着手
「かごしまクルーズターミナル」供用開始
本港区北ふ頭に国際クルーズ船初寄港
鹿児島港が「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
連携するクルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）と
「鹿児島港クルーズ拠点形成協定」を締結
マリンポートかごしま来園者数１千万人達成
旧木材港区の埋立着手，ドルフィンポート跡地暫定活用開始
新港区改修事業完了
マリンポート２号岸壁の整備完了
マリンポートかごしまに初の国際クルーズ船 隻同時接岸

鹿児島港は，錦江湾のほぼ中央部の薩摩半島側に位置し，大隅半島や離島など県内をむすぶ人流・物流の拠点，ま
た錦江湾や桜島といった雄大な自然を有する国内外の交流拠点として重要な役割を果たしています。
また，広大な静穏水域や変化に富んだ海岸線など優れた自然資源を有する錦江湾に囲まれ，眼前には雄大な桜島が

そびえ立ち，背後には「東洋のナポリ」とも称される鹿児島市の市街地が隣接する自然景観，歴史，文化に恵まれた
港湾であり，国内外のクルーズ船の寄港地としても利用されています。
その港湾区域は南北約 にも及び，本港区，新港区など７つの港区に分かれており，それぞれの港区毎に機能

分担が図られています。
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浜平川港区
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鹿児島港の定期旅客船の概要 位置図令和 年３月現在

鹿児島港の港勢（データで見る鹿児島港）
鹿児島港は，桜島航路・垂水航路の湾内フェリーと，種子島，屋久島，奄美・沖縄，三島，十島等の離島航路の発着

場となっているなど，県内の人流・物流の中心的役割を担っています。

輸出移出 輸出移入

輸出総計

計 万ﾄﾝ 計 万ﾄﾝ
（ﾌｪﾘｰ含む 万ﾄﾝ） （ﾌｪﾘｰ含む 万ﾄﾝ）

自動車航送車両台数 万台 全国第 １位

入港船舶隻数 隻 全国第 位

取扱貨物量 万トン 全国第 位

※令和３年版 港湾統計年報（国土交通省総合政策局情報政策課交通経済統計調査室，港湾局計画課）

鹿児島港の取扱貨物品目別表（令和 年）

船舶乗降人員 万人 全国第 ２位

計 万ﾄﾝ輸出輸入万ﾄﾝ
（フェリー除く）

万ﾄﾝ輸出総計
（フェリー含む）

航路名 船　　　名 船　社　名
総トン数 船長

三島航路 フェリーみしま 三島村

十島航路 フェリーとしま２ 十島村

プリンセスわかさ コスモライン㈱

はいびすかす
いわさきコーポ
レーション㈱

フェリー屋久島2 折田汽船㈱

トッピー２

トッピー３

トッピー７

ロケット１

ロケット２

ロケット３

フェリーあまみ

フェリーきかい

フェリー波之上

フェリーあけぼの

クイーンコーラルプラス

クイーンコーラルクロス

第二櫻島丸

第十六櫻島丸

第十八櫻島丸

桜島丸

フェリー第八おおすみ

フェリー第十一おおすみ

フェリー第十二おおすみ

桜
島
航
路

垂
水
航
路

鹿児島市

いわさきコーポ
レーション㈱

鹿児島～桜島

鹿児島～垂水

種子屋久
高速船(株)

鹿児島～名瀬～亀徳～和泊～与論～本部（沖縄）～那覇

種
子
・
屋
久
航
路

奄
美
・
沖
縄
航
路

マルエーフェリー㈱

マリックスライン㈱

喜
界
航

路

奄
美

・

鹿児島～湾～名瀬～古仁屋漁港～平土野

鹿児島～湾～名瀬～古仁屋漁港～平土野～知名漁港
奄美海運㈱

鹿児島～西之表～宮之浦

鹿児島～西之表

鹿児島～宮之浦

鹿児島～（指宿）～西之表～宮之浦・安房

鹿児島～竹島～硫黄島～大里[黒島]～片泊[黒島]

寄 港 地

鹿児島～西之浜漁港[口之島]～中之島～切石[諏訪之瀬島]～
南之浜[平島]～やすら浜[悪石島]～小宝島～前籠漁港[宝島]～名瀬
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令和６年３月作成

■発行

公益財団法人 鹿児島県建設技術センター

■印刷協力

鹿児島港の定期旅客船の概要 位置図令和 年３月現在

鹿児島港の港勢（データで見る鹿児島港）
鹿児島港は，桜島航路・垂水航路の湾内フェリーと，種子島，屋久島，奄美・沖縄，三島，十島等の離島航路の発着

場となっているなど，県内の人流・物流の中心的役割を担っています。

輸出移出 輸出移入

輸出総計

計 万ﾄﾝ 計 万ﾄﾝ
（ﾌｪﾘｰ含む 万ﾄﾝ） （ﾌｪﾘｰ含む 万ﾄﾝ）

自動車航送車両台数 万台 全国第 １位

入港船舶隻数 隻 全国第 位

取扱貨物量 万トン 全国第 位

※令和３年版 港湾統計年報（国土交通省総合政策局情報政策課交通経済統計調査室，港湾局計画課）

鹿児島港の取扱貨物品目別表（令和 年）

船舶乗降人員 万人 全国第 ２位

計 万ﾄﾝ輸出輸入万ﾄﾝ
（フェリー除く）

万ﾄﾝ輸出総計
（フェリー含む）

航路名 船　　　名 船　社　名
総トン数 船長

三島航路 フェリーみしま 三島村

十島航路 フェリーとしま２ 十島村

プリンセスわかさ コスモライン㈱

はいびすかす
いわさきコーポ
レーション㈱

フェリー屋久島2 折田汽船㈱

トッピー２

トッピー３

トッピー７

ロケット１

ロケット２

ロケット３

フェリーあまみ

フェリーきかい

フェリー波之上

フェリーあけぼの

クイーンコーラルプラス

クイーンコーラルクロス

第二櫻島丸

第十六櫻島丸

第十八櫻島丸

桜島丸

フェリー第八おおすみ

フェリー第十一おおすみ

フェリー第十二おおすみ
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水
航
路

鹿児島市

いわさきコーポ
レーション㈱

鹿児島～桜島

鹿児島～垂水
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高速船(株)
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・

鹿児島～湾～名瀬～古仁屋漁港～平土野

鹿児島～湾～名瀬～古仁屋漁港～平土野～知名漁港
奄美海運㈱

鹿児島～西之表～宮之浦

鹿児島～西之表

鹿児島～宮之浦

鹿児島～（指宿）～西之表～宮之浦・安房

鹿児島～竹島～硫黄島～大里[黒島]～片泊[黒島]

寄 港 地

鹿児島～西之浜漁港[口之島]～中之島～切石[諏訪之瀬島]～
南之浜[平島]～やすら浜[悪石島]～小宝島～前籠漁港[宝島]～名瀬
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令和６年３月作成
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鹿児島港は，桜島航路・垂水航路の湾内フェリーと，種子島，屋久島，奄美・沖縄，三島，十島等の離島航路の発着

場となっているなど，県内の人流・物流の中心的役割を担っています。

輸出移出 輸出移入

輸出総計

計 万ﾄﾝ 計 万ﾄﾝ
（ﾌｪﾘｰ含む 万ﾄﾝ） （ﾌｪﾘｰ含む 万ﾄﾝ）

自動車航送車両台数 万台 全国第 １位

入港船舶隻数 隻 全国第 位

取扱貨物量 万トン 全国第 位
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鹿児島～（指宿）～西之表～宮之浦・安房

鹿児島～竹島～硫黄島～大里[黒島]～片泊[黒島]

寄 港 地

鹿児島～西之浜漁港[口之島]～中之島～切石[諏訪之瀬島]～
南之浜[平島]～やすら浜[悪石島]～小宝島～前籠漁港[宝島]～名瀬

鹿児島港
臨港道路

鴨池中央港区線
（整備中）

鴨池港区

中央港区
マリンポートかごしま

本港区
新港区

谷山一区 谷山二区
浜
平
川
港
区

供用区間

未整備区間
中央港区

臨港道路
鴨池中央港区線

天天保保山山シシーーササイイドドブブリリッッジジ
（（ＨＨ１１２２．．８８供供用用））

ママリリンンポポーートト大大橋橋
（（ＨＨ１１９９．．９９供供用用））

黎黎明明みみななとと大大橋橋
（（ＨＨ２２６６．．３３供供用用））

谷谷山山臨臨海海大大橋橋
（（ＨＨ８８．．４４供供用用））

鴨池港区

整備中

旧木材港区においては，遊休化している水面貯木場などの有
効活用や，公共事業における建設発生土の受入を主たる目的と

して，埋立を進めています。

旧 木 材 港 区 の 埋 立

臨港道路（鴨池中央港区線）の整備
港湾物流の円滑化を図るとともに，臨海部及び
クルーズ船寄港時のマリンポートかごしま周辺
の渋滞緩和を図るため，臨港道路鴨池中央港区
線の整備を推進します。

交流厚生用地
【約 】
（約 万㎥）

至 マリンポートかごしま

浦田川４号支線

浦田川

水域
【約４ 】

万トン級対応岸壁
（ 完成）

橋脚の整備状況（令和６年３月）

～ 橋脚完成

国 際 ク ル ー ズ 拠 点 の 形 成

土砂受入進捗率：約 ％
令和６年１月末現在

クルーズ船の寄港回数と旅客数

号岸壁を活用した海上 次交通（ ）

【２２万トン級対応岸壁（国）】（R4.3完成）

【１６万トン級対応岸壁（整備済み）】

地理的
優位性

クルーズ
専用岸壁

豊富な
観光資源

鹿鹿児児島島とと世世界界ををつつななぐぐククルルーーズズ拠拠点点『『 』』

連携船社：「世界第２位のクルーズ船社」
ロイヤル・カリビアン・グルー

プ

【浮桟橋（R1.7完成）】

【駐車場（県】（R4.3一部完成）

【旅客ターミナル（クルーズ船社）】（整備予定）

桜島へ

急増するアジアのクルーズ需要に対して，クルーズ船を長期的かつ安定的に日本に受け入れる体制を整えるために，“世界を
魅了する観光地「 」”から，世界に誇る国際クルーズ拠点の形成を図る国内トップレベルの拠点港“鹿児島と世界
をつなぐクルーズ拠点「 」”として発展していくことを目指します。

桜島港及び鹿児島港（本港区）に浮桟橋を整備し，マリ
ンポートかごしまの浮桟橋も活用した錦江湾トライアング
ルルートによるマイクロツーリズムを創出します。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス
感感染染症症のの影影響響

クルーズ船
桜島フェリー

錦 江 湾 ク ル － ズ の 推 進

鹿 児 島 県 土 木 部 港 湾 空 港 課 〒 鹿児島市鴨池新町１０番１号

鹿児島県鹿児島地域振興局  建設部  建設総務課・河川港湾課 〒 鹿児島市小川町３番５６号

令和６年３月作成

■発行

公益財団法人 鹿児島県建設技術センター

■印刷協力

鹿児島港は，桜島航路・垂水航路の湾内フェリーと，種子島，屋久島，奄美・沖縄，三島，十島等の離島航路の発着
場となっているなど，県内の人流・物流の中心的役割を担っています。
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鹿児島～竹島～硫黄島～大里 黒島 ～片泊 黒島

寄港 地

鹿児島～西之浜漁港 口之島 ～中之島～切石 諏訪之瀬島 ～
南之浜 平島 ～やすら浜 悪石島 ～小宝島～前籠漁港 宝島 ～名瀬

鹿児島港（現在の本港区）の歴史は，島津家５代貞
久が興国２年（ 年）頃に多賀山の東福寺城（現
在の多賀山公園）を６代氏久の居城としたときに始ま
ると言われています。
その後，慶長７年（ 年）に 代家久が鶴丸城

に居を構えてから城下町として発展し徐々に埋立を拡
大していきました。

鹿児島港のあゆみ

藩政時代から明治にかけて数多くの波止 防波堤 ，
岸岐 岸壁，物揚場 が築造され現在でも，新波止

～ 年頃 ，一丁台場 年 とその接
合部分の遮断防波堤 年 で，往時の姿を見るこ
とができます。
なかでも最古の「新波止」は，薩摩最大の砲台が置

かれ，大砲船の訓練拠点として利用されていたといわ
れていますが，昭和 年 年 ，本港区の再開
発で新波止，一丁台場，遮断防波堤は海側が埋め立て
られ，緑地公園の護岸として生まれ変わりました。こ
こには遊歩道も設けられ，鹿児島港の歴史上に果たし
てきた役割を歩いて顕彰できるようになっています。
また，平成 年 月に鹿児島旧港施設 新波止，

一丁台場，遮断防波堤 として国の重要文化財に指定
されました。

鹿鹿児児島島旧旧港港施施設設（（土土木木遺遺産産））

一丁台場 新波止

明治 年～明治 年
明治 年 月
大正 年 月
大正 年 月
大正 年～昭和 年
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年

月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
平成 年
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年 月

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月

令和元年 月
令和 年

月
令和 年 月
令和 年 月

明治の大改修 本港区 物場場等築造
「第２種重要港湾」指定 内務省告示
「開港」指定 旧関税法
国の指定港湾となる。 内務省告示
大正・昭和の大改修 本港区 防波堤等改修
植物防疫法「輸入可」港指定
「重要港湾」指定
検疫法「検疫港」指定
旧南港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画を策定 港湾審議会承認
新港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
旧木材港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港則法「適用港湾」「特定港」指定
谷山一区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
谷山二区着手 昭和 年一部供用 昭和 年概成
港湾区域を拡大し浜平川港編入
鴨池港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区再開発整備に着手
本港区北ふ頭埋立竣功
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区北ふ頭旅客ターミナル供用開始
谷山臨海大橋供用開始
いおワールドかごしま水族館開館 本港区南ふ頭埋立竣功
桜島フェリーターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」廃棄物埋立護岸工事着手
天保山シーサイドブリッジ供用開始
本港区南ふ頭旅客ターミナル供用開始 ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ供用開始
ドルフィンポート開業
種子・屋久高速船旅客ターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
新港区改修工事 耐震強化岸壁 着手
新港区（奄美・沖縄フェリーターミナル）供用開始
黎明みなと大橋供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
「臨港道路鴨池中央港区線」工事着手
「かごしまクルーズターミナル」供用開始
本港区北ふ頭に国際クルーズ船初寄港
鹿児島港が「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
連携するクルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）と
「鹿児島港クルーズ拠点形成協定」を締結
マリンポートかごしま来園者数１千万人達成
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マリンポートかごしまに初の国際クルーズ船 隻同時接岸

鹿児島港は，錦江湾のほぼ中央部の薩摩半島側に位置し，大隅半島や離島など県内をむすぶ人流・物流の拠点，ま
た錦江湾や桜島といった雄大な自然を有する国内外の交流拠点として重要な役割を果たしています。
また，広大な静穏水域や変化に富んだ海岸線など優れた自然資源を有する錦江湾に囲まれ，眼前には雄大な桜島が

そびえ立ち，背後には「東洋のナポリ」とも称される鹿児島市の市街地が隣接する自然景観，歴史，文化に恵まれた
港湾であり，国内外のクルーズ船の寄港地としても利用されています。
その港湾区域は南北約 にも及び，本港区，新港区など７つの港区に分かれており，それぞれの港区毎に機能

分担が図られています。
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場となっているなど，県内の人流・物流の中心的役割を担っています。
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鴨池中央港区線

（整備中）
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港
区

供用区間

未整備区間
中央港区

臨港道路
鴨池中央港区線

天天保保山山シシーーササイイドドブブリリッッジジ
（（ＨＨ１１２２．．８８供供用用））

ママリリンンポポーートト大大橋橋
（（ＨＨ１１９９．．９９供供用用））

黎黎明明みみななとと大大橋橋
（（ＨＨ２２６６．．３３供供用用））

谷谷山山臨臨海海大大橋橋
（（ＨＨ８８．．４４供供用用））

鴨池港区

整備中

旧木材港区においては，遊休化している水面貯木場などの有
効活用や，公共事業における建設発生土の受入を主たる目的と

して，埋立を進めています。

旧 木 材 港 区 の 埋 立

臨港道路（鴨池中央港区線）の整備
港湾物流の円滑化を図るとともに，臨海部及び
クルーズ船寄港時のマリンポートかごしま周辺
の渋滞緩和を図るため，臨港道路鴨池中央港区
線の整備を推進します。

交流厚生用地
【約 】
（約 万㎥）

至 マリンポートかごしま

浦田川４号支線

浦田川

水域
【約４ 】

万トン級対応岸壁
（ 完成）

橋脚の整備状況（令和６年３月）

～ 橋脚完成

国 際 ク ル ー ズ 拠 点 の 形 成

土砂受入進捗率：約 ％
令和６年１月末現在

クルーズ船の寄港回数と旅客数

鹿児島港 クルーズ船対応岸壁

【２２万トン級対応岸壁（国）】（R4.3完成）

【１６万トン級対応岸壁（整備済み）】

地理的
優位性

クルーズ
専用岸壁

豊富な
観光資源

鹿児島港のポテンシャル

鹿鹿児児島島とと世世界界ををつつななぐぐククルルーーズズ拠拠点点『『 』』

連携船社：「世界第２位のクルーズ船社」
ロイヤル・カリビアン・グルー

プ

【浮桟橋（R1.7完成）】

【駐車場（県】（R4.3一部完成）

【旅客ターミナル（クルーズ船社）】（整備予定）

急増するアジアのクルーズ需要に対して，クルーズ船を長期的かつ安定的に日本に受け入れる体制を整えるために，“世界を
魅了する観光地「 」”から，世界に誇る国際クルーズ拠点の形成を図る国内トップレベルの拠点港“鹿児島と世界
をつなぐクルーズ拠点「 」”として発展していくことを目指します。

桜島港及び鹿児島港（本港区）に浮桟橋を整備し，マリ
ンポートかごしまの浮桟橋も活用した錦江湾トライアング
ルルートによるマイクロツーリズムを創出します。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス
感感染染症症のの影影響響

錦 江 湾 ク ル － ズ の 推 進

マリンポートかごしま
【 号岸壁】 万トン級対応
【 号岸壁】 万トン級対応

本港区

北ふ頭
万トン級対応

中央港区

鹿児島港本港区景観ガイドライ
ン

鹿児島港本港区 
景観ガイドライン
たたずみの場・のぞみの場をつむぐ人，めぐりの路が織りなす風景

鹿児島港本港区エリアにふさ

わしい景観・デザインについて，

基本的な方向性を示し，良好な

景観形成と魅力向上を図ること

を目的として，令和 年 月に

策定しました。

ガイド
ライン
コード

ガイドライン
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鹿児島港（現在の本港区）の歴史は，島津家５代貞久が
興国２年（ 年）頃に多賀山の東福寺城（現在の多賀
山公園）を６代氏久の居城としたときに始まると言われて
います。
その後，慶長７年（ 年）に１８代家久が鶴丸城に

居を構えてから城下町として発展し徐々に埋立を拡大して
いきました。

鹿児島港のあゆみ

藩政時代から明治にかけて数多くの波止（防波堤），岸
岐（岸壁，物揚場）が築造され現在でも，新波止（
～ 年頃），一丁台場（ 年）とその接合部分の
遮断防波堤（ 年）で，往時の姿を見ることができま
す。
なかでも最古の「新波止」は，薩摩最大の砲台が置かれ，

大砲船の訓練拠点として利用されていたといわれています
が，昭和６２年（ 年），本港区の再開発で新波止，
一丁台場，遮断防波堤は海側が埋め立てられ，緑地公園の
護岸として生まれ変わりました。ここには遊歩道も設けら
れ，鹿児島港の歴史上に果たしてきた役割を歩いて顕彰で
きるようになっています。
また，平成１９年１２月に鹿児島旧港施設（新波止，一

丁台場，遮断防波堤）として国の重要文化財に指定されま
した。

鹿鹿児児島島旧旧港港施施設設（（土土木木遺遺産産））

一丁台場 新波止

明治 年～明治 年
明治 年 月
大正 年 月
大正 年 月
大正 年～昭和 年
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年

月
昭和 年
昭和 年 月

昭和 年 月

昭和 年 月
昭和 年 月
昭和 年
平成 年
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月
平成 年 月

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

月
平成 年 月

令和元年 月
令和 年

月
令和 年 月
令和 年 月

明治の大改修 本港区 物場場等築造
「第 種重要港湾」指定 内務省告示
「開港」指定 旧関税法
国の指定港湾となる。 内務省告示
大正・昭和の大改修 本港区 防波堤等改修
植物防疫法「輸入可」港指定
「重要港湾」指定
検疫法「検疫港」指定
旧南港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画を策定 港湾審議会承認
新港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
旧木材港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港則法「適用港湾」「特定港」指定
谷山一区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
谷山二区着手 昭和 年一部供用 昭和 年概成
港湾区域を拡大し浜平川港編入
鴨池港区着手 昭和 年供用 昭和 年概成
港湾計画改訂 港湾審議会承認
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区再開発整備に着手
本港区北ふ頭埋立竣功
港湾計画改訂 港湾審議会承認
本港区北ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始
谷山臨海大橋供用開始
いおワールドかごしま水族館開館，本港区南ふ頭埋立竣功
桜島フェリーターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」廃棄物埋立護岸工事着手
天保山シーサイドブリッジ供用開始
本港区南ふ頭旅客ﾀｰﾐﾅﾙ供用開始，ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄﾊﾟｰｸ供用開始
ドルフィンポート開業
種子・屋久高速船旅客ターミナル供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
新港区改修工事 耐震強化岸壁 着手
新港区（奄美・沖縄フェリーターミナル）供用開始
黎明みなと大橋供用開始
「マリンポートかごしま」 期 工区供用開始
「臨港道路鴨池中央港区線」工事着手
「かごしまクルーズターミナル」供用開始
本港区北ふ頭に国際クルーズ船初寄港
鹿児島港が「国際旅客船拠点形成港湾」に指定
連携するクルーズ船社（ロイヤル・カリビアン社）と
「鹿児島港クルーズ拠点形成協定」を締結
マリンポートかごしま来園者数１千万人達成
旧木材港区の埋立着手，ドルフィンポート跡地暫定活用開始
新港区改修事業完了
マリンポート２号岸壁の整備完了
マリンポートかごしまに初の国際クルーズ船 隻同時接岸

鹿児島港は，錦江湾のほぼ中央部の薩摩半島側に位置し，大隅半島や離島など県内をむすぶ人流・物流の拠点，ま
た錦江湾や桜島といった雄大な自然を有する国内外の交流拠点として重要な役割を果たしています。
また，広大な静穏水域や変化に富んだ海岸線など優れた自然資源を有する錦江湾に囲まれ，眼前には雄大な桜島が

そびえ立ち，背後には「東洋のナポリ」とも称される鹿児島市の市街地が隣接する自然景観，歴史，文化に恵まれた
港湾であり，国内外のクルーズ船の寄港地としても利用されています。
その港湾区域は南北約 にも及び，本港区，新港区など７つの港区に分かれており，それぞれの港区毎に機能

分担が図られています。

離島を結ぶフェリー の輸入クルーズ船の受入

鹿 児 島 港 の 概 要

鹿 児 島 港 の 歴 史

本港区

新港区 鴨池港区 中央港区

谷山一区

谷山二区

浜平川港区

大隅を結ぶフェリー


